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 夏休みは、「賢い選択」の仕方を学ばせるチャンス！ 

 

３人の子ども全員がスタンフォード大学に合格して話題に

なった歌手・エッセイスト・教育学博士のアグネス・チャンさん

は、この本の中で、教育学・心理学の面と自分の育児体験

から子どもに「自分で考えて決めていく力」をつけていくこと

が大切だと言っています。 

「人生は一つ一つの選択の結果にある」  
生きていく上で様々な選択の場面に遭遇することがあります。そん

な時必要になるのが、「自分で考えて決める力」です。何かが起こった

ときに素早く判断して選択し、決断する力は、重要です。  

 賢い選択をする力は、遺伝的に引き継がれているわけではありませ

ん。その力は子どもの頃からの経験や練習から得ることができるので

す。成功したり、失敗したりすることを繰り返しながら学んでいきま

す。だから物事を何でも親が決定せずに、子ども自身が選択できるよ

うに導きましょう。  

 親がすべてを決めてしまうと、子どもは賢い選択の仕方を学ぶチャ

ンスを失ってしまいます。とはいっても「今日は何を食べる？」と聞

いただけでは、賢い選択ができる子どもには育ちません。この場合

は、冷蔵庫を開けながら「肉とにんじん、卵があるから何を作る？」

と選択肢を子どもに見せて提示します。さらに「昨日はカレーを食べ

たね」「そういえば土曜日は、パパがおでんを食べに連れて行ってくれ

るよ」と選択の条件を加えます。このように、いくつかの条件を提示

された子どもは、自分なりに考えて選択し、結論を出すでしょう。そ

して、子どもが出した結論を親は尊重します。  

 社会に出れば選択や決断の連続です。選択や決断をする力を子ども

の頃から身につけておけば、次第に賢い選択や決断ができる子どもに

なります。  

 それでも選択や決断に迷ったときは「簡単な道よりも、難しい道の

ほうを選びなさい。そのほうが学べることが多く、目的にたどり着い

たら大きな喜びを感じられるから」とアドバイスしてあげるといいで

しょう。・・・自分で選択した夢に向かっている時の自分を楽しむこと

ができれば、「苦労をいとわない」「成功するのが目的でない」と感じ

ることができます。  

 賢い選択ができる人として子どもを育てることは、子どもに幸せへ

の近道を示すことになるのです。・・・・  

  ～アグネス流  これからの時代に活躍できる子に育てるために～  

「１０歳までに鍛えておきたい  ２０の能力」  

アグネス・チャン著  PHP 研究所  より抜粋  

 



また、アメリカの研究グループは、今ある仕事の半数近く

が AI により自動化され、約６割の子どもが今存在しない職

業に就くと予測しています。これからの子どもたちには、知

識を身につけるだけでなく、何を学ぶかどのように学ぶかを

自分で考え決めて学び続ける力が求められています。 

しかし、「自分で考え決定する力」は、子どもたちが生まれ

ながらに持っているわけでも、子どもに任せておけば自然に

身につくものでもありません。様々な経験や失敗を積み重ね

少しずつ身につけていくものです。私たち大人は、様々な工

夫を凝らし、子ども自身が自分で考え選択し決める力を育んでいかなければなりません。 

そして、子どもが選択や決断に迷った時、楽な道ではなく賢い選択ができるよう導いていき

たいものです。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

夏休みは、賢い選択の仕方を学ばせる絶好のチャンスです。是非、ご家庭でも折に触

れ、子どもが自分で考えて決めていく機会を作ってみてください。 

 

 

 

 

 現在、各地で変異株の感染者の割合が急増し、年代別に見ても様々な年代で感染

が認められている状況です。また、感染力の強い変異株の拡大により、野外飲食のような

３密でない状況でもクラスターが発生している事案があります。さらに、デルタ株において

は、感染者数が増加しており、今後置き換わりが進むことが懸念されております。夏季休

業中も食事の前後の手洗いなど、感染症の予防に十分に気をつけていただきますようお

願いします。また、感染症を予防するには、身体全体の抵抗力をたかめるため、適度な運

動、バランスの取れた食事、睡眠の調和のとれた生活を続けることが有効と言われていま

す。感染対策を意識し、規則正しい生活を心掛けていただきますようお願いします。 

加えて、不確かな情報に惑わされることなく正確な情報や科学的根拠に基づいた行動

をお願いします。感染を責める雰囲気が広がると、医療機関での受診が遅れたり、感染を

隠したりすることにもつながり、地域での感染拡大につながる恐れがあります。 

万が一、お子様及び同居のご家族等が、新型コロナウィルス感染症の検査を受けること

になった場合は、学校まで連絡をお願いします。毎朝の検温、体調確認をお願いします。 

そして、健康で有意義な夏休みをお過ごしください。 

 

 

９月の行事予定             

  １日（水） 始業式１１時 40 分下校                 

  ２日（木） 給食開始  避難訓練  ４限短縮授業  １３時２０分下校  

  ２日（木）～７日（火） 夏休み作品展  

  ３日（金） 4 限短縮授業 13 時 20 分下校  

  ４日（土）～５日 (日 )教育科学展  

  ５日（日） PTA 奉仕作業（予備日 18 日（土）） 

  ６日（月） 図書本の貸し出し 

 １１日（土）～１２日（日）社会科展  

 ２７日（月） クラブ活動  

夏季休業中における新型コロナ感染症対策について！ 

 


